
明治 25年第四議会で 1■最範海IIlが提出した建鑑.l●はまたしても否決された.清との緊張関係が高まるなか 事態を憂蔵した ll治人 1:
は同 26年 2月 10 1L rrtt費から毎年 30万円を6年間製鑑鯉 して下賜し 同年月間官 rllの俸給の「 分の

‐誕 納してこれに充てる という
認効をドした。政rlと野党の抗争の激しかった衆議院もこれには動かぎるを得ず 議11も進んでf●給の四分の を製鑑nとして献全することとし
予算案修正の L、 明治 26年度から32年度まで 1.808万円余を支Hlすることとなった。このような経縛で英l■に発:lされた明治 261i:[画 のり|

鉄戦艦は、それぞれ「古十」「′ヽ■Jと名付けられることになる.ちなみに「やしまJとは、日本全体を術す名称である。

明治 37年 5′:24日、旅順llのri接封鎖のため梨羽時起第 艦隊,1,■は 戦艦「初漱J「敷島J「′ヽ島J i等巡汗艦「笠‖J通報鑑「施
"ロを華いて裏長口[列島から出撃し、1511年前 10'キ 50分頃老鉄口l薔東に至った 旅懸日正rnにさしかかったとき 「初瀬Jが服雷した.これを散

援すべく接近した「八llJも 11時 10分頃Fl舷篠部缶宅付近に触雷、さらに 1分後もイi舷11椰水中発射奮宅に触雷し、艦は急速にIIに傾斜した

反対舷への

'L水

など応急処賢に努め 付近へ摘座させるべく午後41125分には微速で航行を,"始したが、5111t30分には有傾斜が 161■を超え、
5時 41分過″,lL東 5燿 (旅順当方 20理)に投錨 軍艦旗を降ドし 総晨退ムした.8時 30分頃まではなお浮いていたらしいが その後まも
なく転覆沈没した.
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パーツリスト

[Aランナー ]
甲板

|●体 (右蔵)

船体 (た舷)
スタンウォーク

舷側板８
ヽ

１

２

３

４

５

[Bランナー ]
1   ボート甲板
2  後部艦橋基・ I
3  全・ 罐 橋基・ |
4  後部艦橋
5   主砲砲身
6  主砲塔
7  後部煙突
8  全部煙突
9  後部煙突キャップ
10  全部煙突キャップ
11  適風筒 (中 )
13  適風筒 (小 )
14  通風筒 (特大)
15  後部艦橋 L椰
16  前籠艦橘 11部
17ヽ20 フアイティングトップ
21  右舷後部艦樹川面
22  左舷後部艦橋側面
23  有舷前部艦橋側面
24  左舷前部艦橋側面
25  前部マストデリック
26  後部マストデリック
27～28 ヤード 0ヽ )
29  後・ Isマスト

30  前部マスト
31～32ヤード〈大)
33  給気筒

[Cランナー ]
1  旗竿
2  旗竿支柱
5  27ftホ ェーラー (ダビット穴無)
6  42ftラ ンチ
7  36n内火艇
8  56■水雷艇 艇体
9  56■水雷艇 甲板
10 30ftギグ (ダビット六有)
n 30ftギグ (ダビット大無〉
12 30■ カッター
16 通風筒 (人 長)
18 15 2cm砲 防盾
27 探照灯
32 主錨
33 餞用ダビット
34 ボートダビット (後部甲板用)
35 ボートダビット (36Ft内火艇

"36 ボートダビット (ボート甲板用)
37 御紋章
40 通風筒 (小 )
41 通風簡 (中 )
43  47mln準 装Frl

※ L記リスト以外のCバーツは本キットで
は使用しません 他キットのディテール
アップなどにおttい ください

[Cランナー 2枚 ]

用 魃 轟
蠍辣 摯靱甕

[組立前に必ずお読み下さい ]
●組み立てる前に、組立説明書をよく読み、組立手順、加工方法などを把握して、仮組みを充分に行つてください。
●各部品 (特に小部品)の取付は、平面図・側面図にて位置を確認してください。
●塗装説明は、CSIク レオス社の Mrカ ラーで指定してあります。

[Aランナー 1枚 ]

[Bラ ンナー 1枚 ]
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